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６
月
８
日
（
土
）。
校
舎
建

て
替
え
工
事
の
た
め
、
北

粉
浜
小
学
校
を
会
場
に
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
日
、
警
報
が
出
る
ほ
ど

の
大
雨
で
し
た
が
、
当
日

朝
は
、
雨
も
や
み
、
水
は

け
の
よ
い
運
動
場
に
は
水

た
ま
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
朝
か
ら
係
生
徒
の

皆
さ
ん
が
会

場
作
り
に
励
ん
で
く
れ
て
、
約
一
時
間
遅

れ
の
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
役
員
を
先
頭
に
、
入
場

行
進
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
学
級
旗
を
先
頭
に
各
ク
ラ

ス
の
入
場
。
中
学
校
生
活
最
後
の
運
動
会
に

な
る
３
年
生
、
続
い

て
２
年
生
、
１
年
生

の
順
で
す
。
開
会
の
あ
い
さ
つ
や

選
手
宣
誓
を
立
派
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
い
よ
い
よ
競
技
開
始
で
す
。

午
前
の
個
人
競
技
は
、
時
間
の
都
合
で

３
年
生
の
競
技
の
み
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
」（
大
縄
跳

び
）
で
は
、
各
学
年
、
各
ク
ラ
ス
が
必

死
に
取
り
く
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

 

み
ん
な
の

気
持
ち
が

そ
ろ
わ
な

け
れ
ば
大

縄
跳
び
を

ク
リ
ア
で

き
な
い
し
、

連
続
記
録

は
伸
び
ま
せ
ん
。
１
年
生
よ
り
２
年

生
、
２
年
生
よ
り
３
年
生
の
方
が
記

録
は
伸
び
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全

校
縦
割
り
応
援
合
戦
に
は
、
地
域
、

来
賓
の
方
々
も
楽
し
み
に
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
３
年
生
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
１
・
２
年
生
に

自
分
た
ち
が
先
輩
か
ら
教
え
ら
れ

た
こ
と
を
引
き
継
い
で
く
れ
て
い

ま
し
た
。
ど
の
団
も
迫
力
の
あ
る

応
援
合
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

昼
食
後
、
部
活
紹
介
。
日
頃
の
部
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
時

間
で
す
。
文
化
部
、
運
動
部
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
行
進
し
ま

し
た
。
昼
か
ら
は
学
年
団
体
種
目

が
続
き
ま
す
。
１
年
綱
引
き
、
２

年
大
玉
こ
ろ
が
し
、
３
年
ね
ず
み

小
僧
で
す
。
３
年
生
の
種
目
は
、

仲
間
を
信
じ
る
か
ら
こ
そ
可
能

な
競
技
で
す
。
３
年
生
に
限
ら
ず
、

ど
の
種
目
も
一
人
で
は
で
き

な
い
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
成
り
立
ち
ま
す
。

お
互
い
を
認
め
、
信
じ
あ
え

る
か
ら
こ
そ
で
き
る
競
技
ば

か
り
で
す
。
ク
ラ
ス
の
た
め
に
、
仲
間
の
た

め
に
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
た
。
種
目
の

最
後
に
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
仲
間
の

た
め
、
学
級
の
た
め
必
死
で
走
っ
て
い
る
姿

が
と
て
も
、
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
開
会

式
に
話
を
し
ま
し
た
が
、
運
動
会
を
通
し
て
、

「
仲
間
の
良
い
と
こ
ろ
を
発
見
す
る
。
」
と

い
う
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
閉
会
式

後
、
縦
割
り
の
応
援
団
に
分
か
れ
、
取
組
の

最
後
の
締
め
く
く
り
の
会
を
行
い
ま
し
た
。

３
年
生
を
中
心
と
し
た
団
に
よ
り
、
上
級
生

か
ら
下
級
生
へ
と
本
校
の
良
き
伝
統
を
引

き
継
い
で
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
何
事
に
も
一
生
懸
命
頑
張

る
一
中
生
に
ふ
さ
わ
し
い
運
動
会
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
の

皆
さ
ん
の
協
力
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行
委
員
の
皆
さ
ま
の
お
手
伝
い

等
が
あ
り
、
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。
北
粉
浜
小
学
校
の
宮

崎
校
長
先
生
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
深
く
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。 
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君
た
ち
中
学
生
は
、
９
年
間
の
義
務
教

育
を
終
え
て
、
卒
業
後
の
進
路
の
準
備

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
進
む
道

は
、
高
校
や
専
門
学
校
に
進
学
す
る
者
、

就
職
を
す
る
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
こ
で
、
中
学
校
で
は
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
設
け
、
よ
り
よ
い
進
路
選
択
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
３
年
生
は
、
６
月
１３
日
（
木
）
に
保
護

者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
進
路
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
、
「
進
路
の
手
引
」
と
プ
リ
ン
ト
を
中
心
に
進
路
主
事
の

三
輪
先
生
か
ら
進
路
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
生

は
、
校
長
面
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
１
，
２
年
生
の
皆
さ

ん
も
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
る
時
期
が

必
ず
来
ま
す
よ
。 

  

昨
年
の
６
月
１８
日
（
月
）
午
前
７

時
５８
分
、
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す

る
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の

人
が
被
災
さ
れ
、
未
だ
、
全
面
復
興
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
今
年
の
同
日
、
山
形
・
新
潟
県
で
震
度
６
強
の
強

い
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
は
、
台
風
２２
号
が

襲
来
し
、
区
内
で
も
学
校
な
ど
に
避
難
さ
れ
る
人
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
地
震
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
だ
け
で
な

く
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
通
学
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
小
学

生
の
集
団
に
襲
い
か
か
る
不
審
者
や
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
交
通
事
故
な
ど
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
今

月
１６
日
（
日
）
早
朝
、
吹
田
市
で
警
察
官
の
拳
銃
を
強
奪

し
て
逃
走
す
る
と
い
っ
た
事
件
も
起
き
、
安
全
確
保
の
た
め

に
臨
時
休
業
に
な
る
直
前
で
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
人
災
も
増
え
て
き

て
、
身
の
安
全
が
さ
ら
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
姿
勢
で
、
日
頃

か
ら
心
が
け
て
い
て
く
だ
さ
い
。 

５
月
に
行
っ
た
「
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
る
日
」 

の
感
想
文
を
再
度
紹
介
し
ま
す
。 

 

２８日（金）２９日（土）には、南港
でＧ２０―大阪サミットが開催されま
す。世界中の国の指導者が、大阪にやっ
てきて、宿泊もし、食事もし、会議も行
われます。歴史的な出来事になります。
しかし、この機会をねらって、テロを起
こそうとするものがいるかもしれませ
ん。そうならないため、指導者の安全と
市民の安全のために､今まで経験したこ
とのない警備が行われています。学校も
この間お休みになります。お休みにしな
ければならない理由をしっかりと考え、
人災に巻き込まれないようにしましょ
う。用事もなく、人混みには出て行かな
いようにしましょう。 

 

（略）、さかなクンの話のように、その人とど

こかへ行ったりするのは、とてもよいことだと

思うけど、いざ目の前になると自分はすぐに行

動できないかもしれない。もし、その人が、い

じめのまとから抜け出せるかもしれないが、次

は、自分になるかもしれないと思い、不安にな

ってしまう・・・。でも、もし、そのいじめら

れている人が、自分だったら不安な気持ちを抑

えてでも、自分のためにきてくれる人がいれ

ば、少しでも、気持ちは楽になると思う。だか

ら、私もそのようなことがもし、あったりした

ら的確な行動をしたいと思う。 

 

死へとおいつめたのに「遊び」だ

と言ったり、もう少しスリルを味

わいたかったとか本当に人の心

を持っているのかなと思いまし

た。まわりの生徒が相談していた

のに何もしなかった先生やまわ

りで見ていただけのひとはひど

いなと思ったので、もし、そうい

う立場になったらしっかり動け

る人になろうと思いました。で

も、加害者や被害者、その家族以

外が事件のあることないことを

おもしろおかしくまとめたりす

るのは、よくないなと思いました

（後略） 

大津市で起きた悲惨な事件があっても、

いじめた側は全く反省しておらず、とて

もいらだちました。こんなことはしない

ですけど、いじめない、いじめられても

気持ちを伝える、もしくは家族や先生に

相談することを大事にする。見て見ぬふ

りもおいじめと言うことも頭に入れて

います。心地よいクラスをつくるには、

まず何かしてしまったり、わざとじゃな

くてもごめんと言えるクラス、ありがと

うと言えるクラス一人ひとりに個性の

あるクラスにするために固定観念がな

いクラス、思いやりを大事にするクラス

を作っていくことが大事だと思います。

僕は３年生くらいにいじめられていま

したが、何も言い返しませんでした。で

も、自分を変えて、自信が持てたので、

ないとは思いますが、いじめられても

「なんで？」や「やめて」など言うこと

ができると思います。これからも忘れま

せん。 

（略）、さかなクンについては、声が今と変

わりなくその声のことで、無視されたりなど

あったことが分かりました。誰だって、皆と

ちがう所はあると思います。ちがう所をバカ

にしたりする事ではないと思います。この授

業を受けて、私は人がイヤな事・自分のイヤ

な事はしない。相手の気持ちを考えて、行動

していきたいと思いました。いじめられてい

る子がいたら、相談に乗ってあげたいです。 

大津の中学生が自殺した件を聞いて、加

害者は本当に「遊びのつもりでいじめを

した。」は違うなと思いました。理由は、

ふつうひとが死んで「やった」などのこ

とは思わないと思ったからです。「もし、

自分が蜂の死がいを食べさせられた

ら・・・。」と考える心がなかったと思

うからです。私は、小学校のころ、クラ

スでいじめられている人がいました。

（多くの人が）その子をきらっていまし

た。その子には他の人よりきつく注意し

たりする子もいました。他にも、例えば、

その子の筆箱をさわり、他人になすりつ

けあいをしている人たちもいました。私

はそんなことを見かけると「何ですん

の」「やめたれよ」などと声をかけまし

たが、だれもきいてくれませんでした。

私と同じこれはいじめだと認識してい

っしょにちがうと言ってくれた人もい

ました。でもけっきょく、卒業するまで

私や私と同じ意見をもった人が、注意し

続けても直らず卒業してしまいました。

このような体験をしたからこそ、いじめ

について考えることは大切だと思って

います。（略） 

 


